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CSRの取組み

当社は経営基本方針のひとつに「社会的責任の遂行」を掲げています。環境・健康・医療等の社会的課題に対して本業の強み

を活かしつつ、ステークホルダーとの積極的な対話を通じて、グループで連携して企業としての社会的責任を果たし、持続可能

な社会の実現に貢献します。

グループ全社員が共有すべき姿勢を示した「グループCSRビジョン」に基づき、全社をあげてCSRに関するさまざまな課題に

取り組んでいきます。

グループCSRビジョン

SOMPOホールディングスグループは、未来に向けた対話を通じてステークホルダーと積極的にかかわりあいながら、高い倫理

観のもと国際的な行動規範を尊重し、気候変動や生物多様性などの環境問題、人権やダイバーシティ、地域社会への配慮などを

自らの事業プロセスに積極的に組み込むとともに、社会に対して透明性の高い情報を積極的かつ公正に開示していきます。

また、常に一歩先を見据えて、社会の安心・安全・健康に資する商品・サービスの提供をすることで、ソリューションプロバイ

ダーとしてレジリエント※で持続可能な社会の実現に貢献していきます。

※ レジリエント…弾力性のある柔軟な回復力を備えた、強靭な

企業の社会的責任（CSR）

グループCSR重点課題

CSRの取組み

5つの重点課題

防災・減災への取組み1

健康・福祉への貢献2

地球環境問題への対応3

よりよいコミュニティ・
社会づくり4

ダイバーシティの
推進・啓発5

目
指
す
姿

防災・減災に資する商品・サービスなどの提供やさまざまな組織との
協働プロジェクトを展開し、人々が安心・安全に暮らせる社会の実現に
貢献している。

質の高い介護・ヘルスケアサービスなどの提供や健康・福祉の増進に
資するプロジェクトを展開し、あらゆる人々がよりよく生活できる社会の
実現に貢献している。

気候変動への適応と緩和、生物多様性の保全などにバリューチェーンで
対処し、新しいソリューションを提供することで、持続可能な社会の実現
に貢献している。

社会貢献活動や地域の文化振興に資する活動などを通じ、ステークホル
ダーからもっとも信頼される企業グループとして、よりよいコミュニティ・
社会の実現に貢献している。

基本的人権を尊重し、多様な個性を認め、ダイバーシティを推進するこ
とで、社員を含めたステークホルダーが活躍できる社会の実現に貢献し
ている。

3つの重点アプローチ

金融機能やデジタル技術などを活かした革新的な商品・サービスの提供1
人材育成を意識したNPO／NGOなどをはじめとするさまざまなステークホルダーとの連携2
継続的に支援し、培ってきた文化・芸術を通じた取組み3

経営理念である「安心・安全・健康」に資する最高品質のサービスを提供し、社会に貢献するため、重点課題として5つを特定

しました。また、重点課題に取り組むにあたって、当グループの強みを活かすアプローチ方法として3つを策定しました。
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CSRの活動事例

みんなのひまわりプロジェクト

種にさわる。土をいじる。水をあげる。たったこれだけで

も、ひまわりを育てることは、子どもたちに新しい体験と笑顔

をあたえてくれます。そして、その笑顔を見守る大人たちに

も、笑顔の輪を広げていきたい。当社は、笑顔の象徴として

ひまわりの花をテーマに、2012年から「みんなのひまわり

プロジェクト」を展開し、全国の小学校にひまわりの種を 

配付し、ひまわりを育てる授業を実施しています。

「親守詩」の普及支援

親守詩（おやもりうた）とは、「親への感謝の気持ち」と「子ど

もへの親心」を親子が共同で一つのうた（短歌など）にしたも

のです。親守詩の活動は、子から親へ「感謝の気持ち」や「愛

情」をことばで表すことを通して子どもと親が自らを振り返り、

「親子の絆」を深め、より良い親子関係を構築するとともに、子

どもがこれからの生き方を考える絶好の機会になればと考え

始まったものです。当社は「親守詩全国大会」へ協賛するとと

もに、親守詩の普及支援を行っています。
親守詩全国大会の様子

ピンクリボンフェスティバル2016　  
スマイルウオーク東京大会への協賛

当社は「乳がんで悲しむ方を一人でも多く減らしたい」との

想いから、2016年10月1日に六本木ヒルズアリーナで開催

された「ピンクリボンフェスティバル2016 スマイルウオーク 

東京大会」に特別協賛しました。当日は103名の社員とその

家族が参加し、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大

切さを伝えるために、東京の街を歩き、啓蒙活動に取り組み

ました。

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
概
要

C
S
R
の
取
組
み

経
営
に
つ
い
て

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
つ
い
て

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
デ
ー
タ

業
績
デ
ー
タ

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命の現状 2017　｜　58



CSRの取組み

福祉作業所によるパンの販売

当社本社ビルにて、月に一度、近隣の福祉作業所が製造したパンの

販売を行っています。

福祉作業所は障がい者の就労支援施設で、主に知的障がいを持つ

方々が日々いろいろな作業を行いながら、地域社会に参加しています。

障がい者の方が、自分たちで製造したパンを自分たちで販売するこ

とにより、外部の人と触れ合う有意義な経験となっています。

新作パンなど毎回メニューを変えて10種類ほどの焼きたてパンが並

ぶほか、ラスクやマフィンも販売しています。毎回販売開始前から社員

が列を作り、短時間で完売するほどの人気です。

今後増加が予想される認知症への理解を深めることを目的に、

2017年3月「認知症サポーター養成講座」を開催し93名の社員が参

加しました。「認知症サポーター」とは、認知症の方や家族を温かく見守

り、支援する応援者を指します。

講座では職場や地域で認知症の方を支えるにはどうしたらよいか、

介護をしている人をどう支援したらよいかを話し合いながら、理解を深

めました。

「認知症サポーター養成講座」の開催

日本赤十字社「献血」への協力

日本赤十字社を通して輸血を必要としている方々に血液を届けるた

め、2014年から本社ビルで献血イベントを開催しています。第3回目と

なる2016年12月の献血イベントでは社員54名が献血に参加しまし

た。献血された血液は、けがの治療で使用される輸血用血液製剤や、 

がんや白血病、再生不良性貧血などの治療のために使用されます。
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当社は骨髄・末梢血幹細胞の提供者（ドナー）に対して手

術給付金をお支払いしています。

白血病などに対する有効な治療方法として、骨髄・末梢血

幹細胞移植があります。しかしながら、同移植を受けるに

は、骨髄・末梢血幹細胞のドナーと白血球の型が一致しな

ければならず、一致する確率は非血縁者では数百から数万

分の1、兄弟姉妹でも4分の1程度と低いものとなっていま

す。そのため、今後も積極的なドナー登録が望まれていま

す。

一方、骨髄・末梢血幹細胞を提供するには、「精神的な負

担」（家族の説得・手術への不安等）・「経済的な負担」（入院

にともなう休業損失）・「身体的な負担」（手術のリスク）等が

あり、こうした負担もあってドナー登録が進まないとも言わ

れています。例えば「経済的負担」に関しては、ドナーの方の

入院費用は受容者側（移植を受ける人）の保険で対応しま

すので、ドナー側に負担は生じません。しかしながら、骨髄・

末梢血幹細胞の採取には入院が必要で、この入院のために

仕事を休んだ場合の休業損失、ホームヘルパー代等の間接

費用はドナーの方の負担となります。

そこで、被保険者が骨髄幹細胞または末梢血幹細胞の採

取術を受けた場合に、医療保険等において所定の手術給付

金をお支払い（※）することで、ドナーの方の「経済的負担」

を軽減し、当社商品を通じてドナー登録者の支援ができるよ

うにしました。この手術給付金は、新規のお客さまだけでは

なく、すでにご契約いただいているお客さまにも保険料の変

更なく適用されます。

当社は、ドナーの経済的な負担を軽減することで、さらな

るドナー登録者数の増加に貢献するとともに、「社会に貢献

したい」というお客さまの思いをサポートしていきたいと考

えています。

※骨髄幹細胞または末梢血幹細胞の採取術による手術給

付金のお支払いの対象となるのは、責任開始日（または

復活日）から起算して１年経過後の採取術です。また、手

術給付金のお支払いは骨髄幹細胞の採取術と末梢血幹

細胞の採取術を通算して１回を限度とします。

骨髄・末梢血幹細胞のドナーへのサポート

当社では、CD−ROM版の「ご契約のしおり・約款」を導入し、 

紙使用量の削減、環境への配慮に加えて、お客さまの利便性向上

に取り組んでいます。

CD−ROM版の「ご契約のしおり・約款」は、①全文検索機能、 

②付箋貼り付け機能、③メモ機能、④拡大・縮小表示機能などがあ

るデジタルブックで収録しました。また、お客さまの視点に立ち、わ

かりやすさ、使いやすさを考慮した結果、実際にはご契約していな

い複数の商品を収録するのではなく、商品ごとにCD−ROMを分

けてご提供しています。

ＣＤ−ＲＯＭ版「ご契約のしおり・約款」の提供

契約概要・注意喚起情報　ご契約のしおり・約款

医療保険（2014）

１．「ご契約に際しての重要事項（契約概要・注意喚起情報）｣を必ずお読みください。
２．特に、注意喚起情報には、お客さまに不利益となるつぎの情報も記載されています
ので、よくご確認ください。
◆保険金・年金・給付金などをお支払いできない場合
◆現在のご契約の解約等を前提とするお申込みについて
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